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論 文 題 目 

ホッケー選手のスポーツマウスガードに関する研究 

論文審査の要旨 

ホッケーはスティックや硬い特殊なボールを用いて行うスポーツであり、ゴールキーパー以外

はプロテクターを使用せず、ボールの速度は時速 160 ㎞以上となるため非常にスポーツ外傷が多

い競技である。そのため、外傷予防を目的にホッケーはスポーツマウスガード(MG)を使用するべ

きと考えられ、2020年度からの義務化が決定している。MGに競技能力への影響が有れば装着率の

向上が図れると考えられるが、MG の競技能力向上についての報告はあるがエビデンスは確立され

ておらず、ホッケー選手を対象とした運動と咬合に関する報告も見られない。以上のことから、

MGが身体動揺にどのように影響を与えるのか日本代表候補選手を被験者とし、MGに対する意識調

査と歩行時の体幹動揺の検討を行った。 

まず、日本代表候補のホッケー選手 29 名(代表選手)。(男性 20 名，女性９名，平均年齢 24.2

歳)および共に練習しているホッケー選手 42名 (選手)。(男性 27名，女性 15名，平均年齢 21.2

歳)に対しアンケート調査と口腔内診査および咬合力と握力の測定を行った。その結果、経験年数

が長くなるほど顎顔面部外傷の既往は多くなった。MGの使用率は女性が 71％であり男性は 23％で

あった。MG が外傷予防のため装着していることを 90%以上が理解していた。歯科医師が製作した

MGが最も満足度が高かった。アンケート調査の結果より男性選手の MG使用率が低いことから、歯

科医師が製作した正しいMGの必要性などスポーツ歯学に対する教育を充実させる必要があるので

はないかと思われる。握力と咬合力は同じ年代の日本人の平均値と同等であった。全身の筋力の

評価の有効な指標として握力が用いられており、調査対象の選手全てが日本人の平均的握力とほ

ぼ同程度であり、咬合力も同様の結果であったので、本研究の被験者の握力と咬合力は平均的な

日本人と同程度であると考えられる。このことから、本研究で得られた結果は平均的な日本人す

べてに当てはまると考えられる。 

次に、日本代表候補のホッケー選手の内、咬合などに異常は認められない男子代表選手 16名(平

均年齢 23.6 歳)に対して、歩行時の体幹動揺を計測した。歩行時の体幹動揺は垂直軸と水平軸に

おいて装着負荷有りの動揺は未装着負荷有りの動揺より有意に減少した。これまで MG使用による

身体能力向上に関して多くの報告がなされてきたが、明確に MGのしようにより身体能力が向上し

たと述べている報告はない。 

咬合力測定システムの結果と動揺の相関をみたところ、咬合力表示面積が増加すると動揺が減

少するという相関があった。咬合力測定と歩行運動による動揺度の相関を見た結果、咬合力表示

面積が大きくなることで下顎位が脳頭蓋に対し安定し、閉口筋の収縮は頸部周囲の伸筋・屈筋が 



 2 
 

共縮して非相反性に筋活動を亢進させ関節を固定し身体の動揺が小さくなることが示唆された。 

以上のように本論文で示された成果は、単に歯科医師が作製した正しい MG の普及に寄与するだ

けではなく、MGの使用により身体能力向上を初めて報告することができたことからスポーツ歯学の

進展に寄与するものであることが容易に想像されるものであり、博士(歯学)の授与に十分値するものと

判定した。 

 


